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高速炉では Pu-241(半減期 14 年）の減衰により炉停止時にも燃料の反応度価値が低下するが、新燃料を追加製造

することなく、炉心周辺に減速材を配置することで炉心反応度を回復し、使用できる寿命を延長できる方策を検討

した。 
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１．緒言 

高速炉では Pu-241 の減衰により、長期炉停止後の再起動が困難になる場合がある。一般に Pu 富化度を増大し

た新燃料の製造・装荷により解決されるが、Pu 富化度制限上の課題もあるため、本研究では炉心周辺に減速材*1

を配置することで、反応度を回復する方策を検討した。 

２．解析手法 

原型炉級高速炉炉心（原子炉熱出力710MWt、炉心等価直径1.8m、炉心高さ0.9m、内側燃料108体、外側燃料

90体、径ブランケット3層）を対象に、減速材集合体仕様と燃焼反応度の関係を検討した。解析に用いたモンテ

カルロコードMVP*2によるピン非均質モデル炉心断面、炉心配置を図１、減速材集合体断面を図2に示す。断面積

ライブラリはJENDL-4.0 を用いた。 

３．結果・考察 

図3にMVP*2による実効増倍率比較結果を示す。減速材集合体はジルコニウム重水素化物（ZrD1.7）のSUSラッパ

管で包含する形状とし、径ブランケット第１層位置に54体配置した。その結果、減速材集合体が配置された場合

には、径ブランケット集合体配置の場合に比べ約 1%Δρ反応度が増加し、炉心寿命は 4 年程度延長でき、径ブラ

ンケット取り出しPu組成も燃料級にできることが分かった。逆に、ジルコニウム水素化物（ZrH1.7）の場合には反

応度が低下することが分かった。 
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図１ 炉心構成及び減速材集合体位置 
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図 2 減速材集合体断面 
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図 3 炉停止期間と余剰反応度変化（%Δρ） 

減速材集合体無し

減速材集合体有り

 

2N04 2016年春の年会

 2016年 日本原子力学会 - 2N04 -


